
わ く わ く の 入 園
写真／４月６日、入園式が終わってみんなで手遊び （飯豊わくわくこども園）
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さらに情報を！
町のホームページから

町からのお知らせや情報は飯豊町ホームページにも掲
載しています。
大きなアイコンとすっきりしたデザインで、だれでも
見やすく、欲しい情報が簡単にさがすことができるよ
うに工夫されています。
どうぞアクセスし、生活情報に役立ててください。

www.town.iide.yamagata.jp

ひと目でわかる！ 役場利用ガイド
施設の位置図／各部署の担当業務／職員の配置

03

平成28年度の施政方針と予算
施策方針と重要な施策、主な事業の概要／町の予算

08

「いきいき100歳体操」を始めましょう！12

町の主な定住対策・子育て支援施策14

県道米沢飯豊線の通行規制・表彰者の紹介15

まちかどＮＥＷＳ
創作ミュージカル「獅子の笛」ワークショップ／町公民館
連絡協議会「きみはいい子」上映／地元の食材を活かした
料理講習会 ほか

16

直伝おふくろの味18
子育てファイル／あ～す図書室情報19
いいで・ヘリテイジ／町長の見て歩き20
健康ikiikiプラス21
お知らせ／戸籍の窓／人の動き／編集後記22

第３回心の古里いいでフォトコンテスト
入選「光と炎のスカイランタン」24

今月の

表 紙

入園祝いの交通安全のキーホ
ルダーを受け取る代表園児

４月６日、町内すべての
幼児施設で入園式が行われ
ました。今年度開園した幼
保連携型認定こども園「飯
豊わくわくこども園」の入
園式は、旧いいで中部幼稚
園舎で行われ、園児や保護
者など約200人が出席しま
した。入園した３歳未満の
園児（乳児部）26名は旧さ
ゆり保育園舎に、３～５歳
の園児（幼児部）85名は旧
いいで中部幼稚園舎に通園
します。同園について５月
号で詳しく紹介します。

幼稚園と保育園双方の
良さを生かして

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。

オーラズマ

スマートフォンで広報誌から動画を見よう
左記の画像（白黒の場合もあります）が付いた写真
（今月は16ページ）にスマートフォンをかざすと動画
が始まります。無料アプリ「Aurasma」をインストー
ルしてご覧ください。閲覧には通信費がかかります。
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飯豊中学校
町民スポーツセンター

役場庁舎

煙健康福祉課
煙訪問看護ステーション
煙国保診療所
煙介護老人保健施設「美の里」

町社会福祉協議会
福祉の里めざみ
ひめさゆり荘2号館

健康福祉センター

町民総合センター
「あ～す」

煙こどもみらい館

ガソリン
スタンド

コンビニ
至萩生

県道
至手ノ子

白椿地区公民館

電器店

簡易郵便局

薬局

学校給食共同調理場

至椿駅 至萩生駅

つばき保育園

福祉事業所
でんでん

椿 地 内

FILE１

役場の各課はどんな業務を担当していて、職員体制はどうなっ
ているのか。また、施設はどこにあるのか。ひと目でわかるよう
にお知らせします。

平成２８年度版

町民の皆さんの健康や福
祉に関する業務は、こち
らの施設の健康福祉課で
担当しています！

の

の

の

map ofpublic
institutions
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ひと目でわかる！

役場利用ガイド

役場内にある部署の主な業務

１階

２階

３階

志72―2111廠 思72―3827

役 場 庁 舎

役場庁舎の土・日・祝日の出入り口は、庁舎裏側玄関の南側です ◆問合せ先／役場総務企画課行政管理室緯87―0520

１ 階

住民税務課

住民室／戸籍、住民基本台帳、外
国人登録、印鑑登録、埋火葬の
許可、国民健康保険、後期高齢
者医療、国民年金
生活環境室／交通安全、環境衛生、
環境保全、廃棄物処理、住民相
談、墓地、犬の登録、公共交通、
消費者行政、空家対策
税務室／住民税、固定資産税、軽
自動車税、国民健康保険税、町
税の納税支援
会計室／町公金支払い、現金の出
納、物品の管理、指定金融機関

地域整備課

建設室／道路、橋梁、河川、建築確
認、町営住宅、公共土木施設災害
復旧工事、除雪

上下水道室／水道、水道料金、水道
開栓・閉栓、農業集落排水、農業
集落排水使用料、合併浄化槽、個
別処理使用料

教育委員会・教育総務課

学校教育振興室／教育、学校、ス
クールバス、学校給食、奨学金
子育て支援室／子育て支援、幼稚
園、保育園、児童虐待防止

※社会教育課まちづくり室と生涯学
習振興室は、町民総合センター
「あ～す」内

２ 階

総務企画課・選挙管理委員会事務局

行政管理室／町長秘書、法令、選
挙、自治組織、入札、町有財産、
統計、個人情報保護、指定管理
者制度の施行
総合政策室／座談会、陳情要望、
地域活動支援、財政、予算、総
合計画、土地利用計画、NPO、
男女共同参画
情報防災室／消防、防災、遭難対
策、国民保護、広報、情報化

農林振興課・農業委員会事務局

農業振興室／農業振興、生産調整、
農業経営、畜産振興、地産地消
農林整備室／農地保全、農村環境
整備、財産区、林業振興、山林
保全、治山、治水、砂防
農地管理室／農業委員会、農地の
権利、農地転用、農業者年金、
新規就農支援、担い手

３ 階

商工観光課

観光交流室／観光、観光開発、特産
品、観光物産、第３セクター、白
川ダム、グリーンツーリズム

産業連携室／商業、工業、雇用、労働
者、飯豊ブランド創設、第６次産
業化推進、xEV飯豊研究センター

議会事務局・監査委員

町議会、町行政と財務の監査

役場庁舎内各課の配置

の

の

の

役場

飯豊中学校

町民総合
センター

健康福祉
センター

白椿地区公民館

GSコンビニ

MAP／椿地内

北

s e c tio n 's a ffa irs
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の

の

の

煙社会教育課

生涯学習振興室・まちづくり室・図書室

志72―3111 思72―3163

煙こどもみらい館 志72―3336

健康福祉課の主な業務

健康福祉課

健康医療室 ／医療、健康推進、健康診断、予防接種、
母子保健、感染症予防、食生活改善
福祉室 ／高齢者福祉、障がい者福祉、生活保護、介
護保険、高齢者総合相談窓口、介護予防
訪問看護ステーション ／訪問看護（主治医の指示に
よる療養上の世話・診療補助）

煙健康福祉課

福祉室・地域包括支援センター

志86―2233 思86―2230

健康医療室

志86―2338 思86―2230

煙訪問看護ステーション

志86―2232 思86―2229

煙国保診療所

志72―2300 思72―3375

煙介護老人保健施設「美の里」

志86―2117 思86―2118

子どもの保健や介護保険制度など

福祉に関するご相談は、健康福祉

センター（健康福祉課）まで

FILE２

健 康 福 祉 セ ン タ ー

町 民 総 合 セ ン タ ー

図書室

こどもみらい館
隔隔

国保診療所介護老人保健施設
「美の里」 健康福祉課

健康福祉課
訪問看護ステーション

隔隔
国保診療所

隔隔
美の里
隔隔

つばき
保育園 でん

でん

社会福祉
協議会

学校給食
共同調理場

MAP／椿地内

北

生涯学習振興室
まちづくり室

社会教育課の主な業務

社会教育課

生涯学習振興室／生涯学習、公民館、文化財、生涯スポーツ、青少年健全育成
まちづくり室 ／町民総合センター管理・運営、音楽からのまちづくり、文化振興、芸能、めざみの里まつり、

にぎわい再現プロジェクト

各部署はどの建物にあって

何を担当しているのか
組織機構の改編
教育文化課を「教育総務課」と「社会教育課」に分け、教育総務課には学校教育振興室と子育て支

援室を、社会教育課には生涯学習振興室とまちづくり室を設置しました。
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前任校名など氏 名職 名新任校名氏 名職 名

添川小（飯豊）武田俊英教諭退職阿部寛子教諭
第 一 小

新採小松由佳教諭荒砥小（白鷹）豊嶋大輔教諭
高畠二中（高畠）土屋賢寿校長退職鈴木正人校長

第 二 小 荒砥小（白鷹）樋口哲典教諭西根小（長井）鈴木功一教諭
小松小（川西）河内真紀子栄養教諭興譲小（米沢）星野祥子栄養教諭
小松小（川西）阿部玲子教諭退職佐藤惠子教諭

手 ノ 子 小
退職梅津千秋教諭

北部小（米沢）梅津貴洋教諭第一小（飯豊）武田俊英教諭添 川 小

平野小（長井）牛澤敏宏校長退職横山一美校長

飯 豊 中

高畠一中（高畠）武田伸彦教諭退職渡部泰広教諭
長井北中（長井）小林智子教諭長井南中（長井）服部宏司教諭

新採岩岡沙織教諭長井南中（長井）中川慶子教諭
再任用渡部泰広教諭長井南中（長井）小松ひろみ養護教諭

玉庭小（川西）種村昌子養護教諭
昇任小関ちさ子事務総括

町内小中学校教

職員の異動

新規採用職員

退職職員

主事補 鷲尾拓也
住民税務課
1997年生まれ
南陽市在住

主事補 桐生竜也
健康福祉課
1991年生まれ
長井市在住

主事樋口亜希
教育総務課
1993年生まれ

椿在住

主事 髙橋拓
社会教育課
1974年生まれ
南陽市在住

伊藤紀代子
（健康福祉課健康医
療室長(兼)訪問看護
ステーション管理者）

菊地文子
（教育文化課いいで
中部幼稚園長）

渡部勇一
（総務企画課行政管
理室運転長）

佐藤祐子
（住民税務課税務室
主事）
※カッコ内は前職名

異

健 康 医 療 室

室長 手塚寿子
保健師 遠藤悦子
保健師 小圷聡美
保健師 伊藤明美
主事 屋島さおり
主事補 桐生竜也
福 祉 室

(兼)室長古川正次郎
主査 後藤智美
主査 渡部賢一
主査 渡部真知子
主事 井上由佳
主事 嶋貫朋美
主事 渡部弘樹
地域包括支援センター

(兼)主査渡部賢一
(兼)主査渡部真知子
(兼)主事 嶋貫朋美
訪問看護ステーション

(兼)管理者峯村智美
看護師 髙橋浩子
看護師 嶋貫玲子
看護師 河井祐子

派

嘱

嘱

嘱

嘱

異

派

嘱

嘱

異 昇

異

異

昇

昇

新

異

昇

昇

昇

嘱

主任 木村忍
副看護師長斎藤ゆり子
看護師 笹川いち子
看護師 梅津英子

（併）介護老人保健施設長

(兼)主任木村忍
副技師長 井上由香
看護師長 峯村智美
主任看護師 鈴木優子
主任看護師 手塚優子
作業療法士 木村康之
看護師 吉田江美
看護師 髙橋とき子

介護老人保健施設

事務長 嘉藤正憲

所長(医師)橋本直土

国 保 診 療 所

添川児童センター

館長 渡部銘子
主査 後藤恵美子
児童厚生員 奥村唯
こ ど も み ら い 館

館長 藤川典子
子育て支援センター

(兼)所長佐藤誠一郎
（兼）主査 藤川典子

飯豊わくわくこども

園長 渡部恭子
乳児部

部長 鈴木美紀子
主査 遠藤理恵子
主任保育教諭志田登紀子
保育教諭 松山里佳
調理師 五十嵐信子
幼児部

部長 横澤喜美子
主査 伊藤やよい
主査 髙世恵美子
主査 八島秀子
保育教諭 安部早苗
つ ば き 保 育 園

園長 舘石みゆき
主査 井上弘子
主査 長沼静子
主査 佐藤麻理子
主任保育士岡田恵美
保育士 深谷智美
調理長 島田章久
手 ノ 子 幼 稚 園

園長 長岡とし子
教諭 横山璃里子

幼児施設など

異

異

異

異

異

異

異

（兼）地域包括支援センター所長
（兼）訪問看護ステーション所長

健康福祉センター

健 康 福 祉 課

課長 古川正次郎

(兼)事務長嘉藤正憲

異

(兼)事務長嘉藤正憲
(兼)主任木村忍
看護師 渡部みゑ子

附属中津川診療所

総務企画課付

主査 志田ちあき
主任 小松絵美

置賜広域病院組合派遣

室長 髙橋弘之

NPO法人「日本で最も
美しい村」連合派遣派

学校給食共同調理場

場長 立石美智雄
栄養教諭河内真紀子

派

飯豊中

教育振興室所管
技術員 菅野学
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商 工 観 光 課

課長 小松一芳

新

FILE3

異

職員はどのように配置されているのか

平成 28年度の新体制

教育長 熊野昌昭町 長 後 藤 幸 平 副町長 嶋貫吉晴

異

の

の

の

異

嘱

異

新

異

昇

昇

異

異

異 昇

役場１階

住 民 室

室長 志田政浩
主査 細谷美佳
主事 下山田美里
主事 梅津典子
主事 菅野靖子
主事 鈴木咲
生 活 環 境 室

室長 渡部忠善
主事 本間和宏
税 務 室

室長 伊藤芳典
主査 渡部博一
主査 色摩里香
主事 舩山泰宏
主事 松木秀美
主事 杉本優里
主事補 鷲尾拓也
納税推進員 大澤昭弘
会 計 室

室長 鈴木賴子
主任 鈴木朋恵

渡部恵介

会 計 管 理 者

住 民 税 務 課

課長川﨑祐次郎

学校教育振興室

室長 安部信弘
指導主事 竹田安路
(兼)主査 上田信幸
主査 手塚賢太郎
主任 宮川千鶴子
主事 下條洋平
育 て 支 援 室

室長 上田信幸

建 設 室

室長 渡部和浩
主任 長岡佳奈
主任 伊藤貴広
主任 坂爪稔
主事 嵐正人
主事 遠藤貴幸
上 下 水 道 室

室長 佐藤秀悦
主査 遠藤克之
主任 鈴木直記
主事 小松智子
主事 後藤浩平
技師 安部直貴

地 域 整 備 課

課長 遠藤純雄

課長 佐藤誠一郎

教 育 委 員 会

教 育 総 務 課

農 業 振 興 室

室長 山口努
主査 金田正寿
主事 木村辰司
主事 舟山正貴
主事 川村俊貴
農 林 整 備 室

室長 齋藤浩
主査 髙橋成樹
主任 井上雄俊
農 地 管 理 室

室長 大谷部良明
主事 菅野邦彰

観 光 交 流 室

(兼)室長 小松一芳
主査 竹田辰秀
主査 伊藤満世子
主事 二瓶綾
産 業 連 携 室

室長 伊藤勝昭
主査 舘石修

農 林 振 興 課

課長 伊藤毅

(併)局長 伊藤毅
(併)補佐大谷部良明
（併）主事 菅野邦彰

農業委員会事務局

主任 五十嵐恵美
保健師 太田淳美
主事 樋口亜希

略 字 昇任 異動 新採 派遣 嘱託 ※臨時職員を除く異昇 新 派 嘱

異

嘱

新

異

生涯学習振興室

室長(併)所長補佐
後藤圭一
主査 伊藤敏英
主事 髙橋拓
ま ち づ く り 室

(兼)室長 宇津木耕一
主事 井上克行
主事 佐原芳寿
地域まちづくり専門員

細川由貴

課長(併)所長 宇津木耕一

教 育 委 員 会

社 会 教 育 課

（町民総合センター）

異課長 齋藤隆

産業活性化担当

異

異

議 事 室

主査 佃典子

役場３階

(併)書記長横澤吉和
(併)書記 佃典子

監 査 委 員

町民総合センター

局長 横澤吉和

議 会 事 務 局

異

役場２階

課長 後藤洋

総 務 企 画 課

異

異

異

（併）書記長 後藤洋
（併）書記 後藤美和子
（併）書記 横山昌則
（併）書記 勝見賢太郎
（併）書記 舩山智香子
（併）書記 本間真紀
（併）書記 佐藤智昭
（併）書記 横澤剛
（併）書記 嶋貫大地
（併）書記 手塚寿恵

選挙管理委員会事務局

行 政 管 理 室

室長 後藤美和子
主査 横山昌則
主任 本間真紀
主事 佐藤智昭
主事 手塚寿恵
総 合 政 策 室

室長 鈴木祐司
主査 渡辺裕和
主査 井上友和
主任 舩山智香子
主事 横澤剛
情 報 防 災 室

室長 安部吉郎
主査 勝見賢太郎
主任 島貫貴
主事 嶋貫大地

personnel
distribution
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種 を ま こ う 。 日 本 で 最 も 美 し い 村 の 未 来 へ

施政方針と予算

Iide town's policy

私
た
ち
は
常
に
将
来
へ
向
け
た
「
種

を
ま
く
人
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

人
口
減
少
と
少
子
化
、
高
齢
化
、
若
者

の
晩
婚
化
、
過
疎
化
に
よ
る
集
落
の
変

ぼ
う
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
課
題
に
果
敢

に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る
な
ら
、

土
を
深
く
耕
し
、
肥
沃
に
し
て
、
種
を

ま
き
、
水
を
注
ぎ
、
根
も
茎
も
花
も
実

も
力
強
く
育
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

い
ま
「
種
を
ま
こ
う
」。

私
は
、
平
成

年
度
の
施
政
方
針
の

27

冒
頭
で
こ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
時
を

同
じ
く
し
て
、
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

国
を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
、

東
京
圏
へ
の
過
度
な
集
中
を
い
か
に
是

正
し
地
方
を
創
生
し
て
い
く
か
と
い
う

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
飯
豊
版
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
町

内
外
の
広
範
な
討
議
を
経
た
結
果
、
基

本
目
標
に
「
種
を
ま
こ
う
。
日
本
で
最

も
美
し
い
村
の
未
来
へ
」
と
掲
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、

運
命
的
な
課
題
設
定
の
一
致
、
焦
点
の

合
致
を
感
じ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
く
べ
き
種
は
５
つ
あ
り
ま
す
。
人

材
を
育
成
す
る
「
人
を
は
ぐ
く
む
種
」、

住
民
が
笑
顔
で
暮
ら
す
「
世
代
を
つ
な

ぐ
種
」、人
の
流
れ
を
つ
く
る「
縁
を
つ

え
に
し

む
ぐ
種
」、
持
続
可
能
な
農
山
村
を
構

築
す
る「
郷
土
を
た
が
や
す
種
」、経
済

的
自
立
を
目
指
す
「
可
能
性
を
ひ
ら
く

種
」
の
５
つ
で
す
。
そ
の
上
で

の
主

29

要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
事
業
と
し
て
掲

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
本
町
が
進
め
て
き
ま
し
た

「
田
園
の
息
吹
が
暮
ら
し
を
豊
か
に
す

る
ま
ち
」
の
取
り
組
み
を
い
っ
そ
う
確

実
に
、
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、

可
能
性
を
ひ
ら
く
種
「
自
然
・
文
化
と

最
先
端
科
学
技
術
が
融
合
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
と
い
う
新
し
い
潮
流
を
加
え
て
、

飯
豊
町
と
地
域
の
発
展
、
住
民
の
幸
福

を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成

年
度
の
施
政
方
針
は
、
前
年

28

度
の
方
針
を
踏
襲
し
つ
つ
、
さ
ら
に
内

容
を
深
め
て
実
践
し
展
開
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

※
平
成

年
度
施
政
方
針
か
ら
抜
粋

28

町

長

後

藤

幸

平

平成28年度

施

政

方

針
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「施政方針」と「主な事業の概要と予算額」は、町のホームページでご覧いただけます 検索施政方針

◆重点政策

噛住宅の整備／住宅団地の事業用地検討や空き家の有
効利用を行いながら、全町的な定住対策を進めます。
ふるさと定住いいですね条例に基づく定住奨励を行
うとともに、高円寺純情コミュニティカフェ＆
ショップIIDEでの移住相談会などで町の情報発信
を継続します。

噛雇用と仕事の創出／山形大学ｘＥＶ飯豊研究セン
ターを生かして「自然・文化と最先端科学技術が融
合するまちづくり」を推進するために、町全体の協
力体制を整えながら、雇用、技術者の人材育成、町
内外企業との企業間連携、勤務者の町内居住などの
実現に向けて諸施策を実行します。

噛人材の養成／「いいで希望塾」を継続開講し、自力
で考え行動できる人材育成に取り組みます。「にぎ
わい再現プロジェクト委員会」や「飯豊・農の未来
塾」など若者たちの情熱と行動力を継続支援します。

噛地域力の向上／地区が主体的に取り組む地域づくり
活動に対し、財政的支援を行うとともに、若者が地
域づくりに参画しやすい環境づくりに努めます。

●第４次町総合計画実現に向けて

煙にぎわいあふれるまちづくり／定住・転入支援や総
合的な住宅対策などの定住環境整備を図ります。

煙自然と共生するまちづくり／豊かな自然と美しい景
観を保全し、次世代へ引き継ぐことを目指すととも
に、快適な生活環境の整備を図ります。

煙生きがいと笑顔のまちづくり／誰もが住み慣れた地
域で安心して暮らし続けられる町の実現を進めます。

煙豊かな感性を育むまちづくり／子どもたちに充実し
た教育環境を提供するとともに、個性を尊重した教
育を推進します。町民への学習機会の提供や、ス
ポーツ、芸術文化活動を推進します。

煙こだわりの産業づくり／暮らしに根づいた風土的な
産業を継承するとともに、新たな仕事づくりを目指
した産業振興に取り組みます。

煙安全・快適なまちづくり／総合的かつ効率的な危機
管理対策を進めるとともに、公共交通の確保など快
適に移動できる環境づくりを目指します。

煙持続可能なまちづくり／第４次町総合計画と地区別
計画の着実な進行を目指します。

主要施策の中から一部を抜粋して紹介します
主 な 重 要 施 策

●地域づくり推進事業／831万円／地域づくり推進事
業への補助に加え、「地域づくり推進事業+」を創設

プラス

して地域の主体的な活動を支援する
●子育て支援医療給付／3,287万円／子どもの医療費
は、18歳になった年度末まで無料とする

●いいですね定住推進事業／986万円／住宅取得支援
や、結婚・出産・入学など人生の節目などにお祝い
を贈り、定住を推進する ※詳細は14ページに掲載
●第一小学校改築工事／12億3,738万円／平成28年９
月の完成に向けて工事を引き続き実施する
●いいで希望塾事業／394万円／希望するすべての町
内中学生に、学校以外での学習機会を提供する
●飯豊わくわくこども園の運営／4,701万円／さゆり
保育園といいで中部幼稚園を幼保連携型認定こども
園として開所・運営する
●健康・元気いいで町ポイント事業／33万円／健康診
査や健康づくり事業などに参加した方にポイントを
付与し、特典と交換する

●住宅リフォーム支援事業／1,500万円／住宅の増改
築工事やリフォームなどに補助金を交付する

●新水源開発事業／４億円／中水源の平成29年度稼
動を目指して、萩生配水池へ送水管を整備する

●中小企業振興事業費補助金／7,000万円／設備投資、
創業支援、xEV飯豊研究センター関係者などのため
の宿泊施設等整備などに補助金を交付する

●６次産業化推進事業／805万円／特産品開発や販路
拡大への支援を行う。高円寺純情コミュニティカ
フェ＆ショップIIDEを拠点に、町内産品の販売やＰ
Ｒ、交流、情報発信を行う

●飯豊・農の未来事業／476万円／飯豊・農の未来賞受
賞論文に基づいたマスタープランを推進する

●文化財等地活用事業／557万円／埋蔵・有形文化財の
調査や保存、無形文化財の映像記録化を行う

●帰郷希望女子応援プロジェクト／200万円／Ｕ・Ｉ
ターンを希望する女性が、町内を取材して情報発信
を行いながら町の良さを再確認する取り組みを行う

主な事業の概要と予算額
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予
算
編
成
の
基
本
方
針

地
域
の
経
済
や
雇
用
、
暮
ら
し
へ
の

き
め
細
か
な
対
応
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、

第
４
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像

「
田
園
の
息
吹
が
暮
ら
し
を
豊
か
に
す

る
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
積
極

的
な
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
過
去
最
高

の

億
５
１
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と

72
比
較
し
て
1
・
3
％
、
９
６
０
０
万
円

の
増
と
な
り
、
６
年
続
け
て
の
増
額
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
を
合
計
し
た
町
の
予
算

総
額
は
、
前
年
度
と
比
較
し
1
・
5
％

増
の
１
１
３
億
１
３
５
０
万
円
で
こ
ち

ら
も
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

歳
入
の
主
な
も
の
を
み
る
と
、
町
税

は
農
業
所
得
の
落
ち
込
み
は
あ
る
も
の

の
、
法
人
税
は
町
内
企
業
の
個
々
の
状

況
を
勘
案
し
、
固
定
資
産
税
も
増
加
を

見
込
ん
だ
こ
と
か
ら
前
年
度
比
0
・
4

％
増
の
５
億
６
７
０
９
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
う
ち

普
通
交
付
税
は
前
年
度
比
2
・
5
％
減

の

億
３
１
６
１
万
円
、
町
の
借
金
で

26
あ
る
町
債
は
、
大
規
模
事
業
が
一
部
終

了
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
前
年
度
比
8
・

3
％
減
の

億
９
７
２
０
万
円
と
な
っ

13

て
い
ま
す
。

歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費

は
職
員
数
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
比

1
・
1
％
減
の
９
億
４
３
５
７
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
債
費
は
過

疎
対
策
事
業
債
な
ど
の
償
還
終
了
に
伴

い

・
７
％
減
の
６
億
１
１
６
４
万
円
、

10
扶
助
費
は
臨
時
給
付
金
の
増
額
な
ど
に

よ
り
、
6
・
1
％
増
の
４
億
６
５
０
１

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
義
務
的
経
費

（
人
件
費
・
公
債
費
・
扶
助
費
）
は
予

算
総
額
の

・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

27

物
件
費
は
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

シ
ス
テ
ム
改
修
の
終
了
な
ど
に
よ
り
前

年
度
比
4
・
８
％
の
減
、
補
助
費
等
は

経
営
体
育
成
支
援
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
な
ど
に
よ
り

・
２
％
の
増
、
繰
出

10

金
は
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
の
減
額
な
ど
に
よ
り
2
・
２
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
、
第
一
小
学
校
改
築

事
業
を
継
続
す
る
ほ
か
、
畜
産
生
産
拡

大
支
援
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り

4
・
8
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、

消
防
費
は
県
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

へ
の
負
担
金
の
追
加
な
ど
に
よ
り

・
19

７
％
、
教
育
費
は
第
一
小
学
校
改
築
事

業
の
増
額
な
ど
に
よ
り

・
３
％
の
増

52

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
総
務
費
は

起
業
支
援
施
設
整
備
事
業
の
終
了
な
ど

に
よ
り

・
４
％
、
災
害
復
旧
費
は
大

38

平
線
災
害
復
旧
工
事
の
終
了
な
ど
に
よ

り

・
１
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

46特
別
会
計
・
事
業
会
計
予
算

特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
合
計

し
た
予
算
額
は

億
６
２
５
０
万
円
で

40

前
年
度
比
1
・
8
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

各
会
計
の
主
な
予
算
の
使
い
道
に
つ

い
て
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
国

民
健
康
保
険
診
療
所
と
附
属
中
津
川
診

療
所
の
管
理
運
営
や
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
医
療
費
に
係
る
保
険
者
負
担
分

の
費
用
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
山

形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の

納
付
金
が
約

％
を
占
め
ま
す
。

92

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
保
険
給
付

費
が
全
体
の
約

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

93

訪
問
看
護
特
別
会
計
は
、
各
家
庭
で

の
看
護
ケ
ア
に
当
た
る
看
護
師
な
ど
の

人
件
費
が
主
な
も
の
で
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
は
、

「
美
の
里
」
の
管
理
運
営
と
公
債
費
が

主
な
も
の
で
す
。

５
つ
の
財
産
区
は
、
区
有
地
内
の
造

林
費
や
作
業
道
の
維
持
修
繕
費
が
主
な

も
の
で
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
本
年
度

よ
り
従
来
ま
で
の
集
落
排
水
事
業
会
計

と
生
活
排
水
個
別
処
理
事
業
会
計
を
一

元
化
し
ま
し
た
。
集
落
排
水
事
業
で
は
、

６
つ
の
処
理
区
の
維
持
管
理
の
ほ
か
、

手
ノ
子
地
区
に
お
け
る
管
路
施
設
と
処

理
場
の
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。
生
活

排
水
個
別
処
理
事
業
で
は
、
浄
化
槽
維

持
管
理
の
ほ
か
、
引
き
続
き
町
設
置
型

浄
化
槽
整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
は
、
水
道
施
設
維
持

管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
安
心

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
水
道
水
の
確

保
に
向
け
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
新
水

源
施
設
関
連
（
送
水
管
）
の
整
備
を
実

施
し
ま
す
。

一般会計当初予算の推移
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（百万円）

4822

6793
71557251

5270
5005

最少の経費で最大の効果を

th e to w n b u d g e t

52405297
5712

（平成）

施政方針と予算

※詳細を別冊「飯豊町の予算のあらまし」に
掲載しています
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（単位：万円、％）

自主財源…自前で収入できるお金
依存財源…使途が定められて交付されるお金
繰入金…特別会計や基金から繰り入れるお金
町債…国や金融機関から借り入れるお金

地方交付税…全国一律のサービスが受けられるように一定の基準で町に
交付されるお金
地方譲与税…国などに納められた税金のうち、一定の基準で町に配分さ
れるお金

歳入

義務的経費…支出が義務付けられたお金
扶助費…児童福祉や高齢者などへ生活を維持するために支出するお金
公債費…町債の返済に必要なお金

繰出金…特別会計などへ支出するお金
投資的経費…支出効果が将来に続く学校などの公共施設の建設や改修な
どに使うお金

歳出

一 般 会 計 の 構 成 ○一般会計…基本的な行政サービスを経理する会計

特 別 会 計 ・ 事 業 会 計 ○特別会計…特定の事業を行うために一般会計と区分して経理する会計

前年度対比前年度本年度

0.03434豊 原 財 産 区

0.0277277添 川 財 産 区

▲15.53227豊 川 財 産 区

▲4.0640614中 津 川 財 産 区

23.056,14069,039農 集 排
下水道事業

▲37.68,7395,454生活排水

8.918,99720,696損益勘定
水 道 事 業

▲5.252,19149,471資本勘定

前年度対比前年度本年度

▲2.091,47989,637事業勘定国 民
健康保険 ▲4.115,89615,245直診勘定

1.57,8868,004後 期 高 齢 者 医 療

0.2111,082111,279介 護 保 険

6.51,7681,882訪 問 看 護

2.931,84232,755介護老人保健施設

▲11.62,0321,797物 品 調 達

0.04040萩 生 財 産 区

用語の解 説

歳 出 72億5,100万円
（目的別）

歳 入 72億5,100万円

町税5億6,709万円
地方譲与税
6,900万円
各種交付金
1億1,310万円

地方交付税
27億8,161万円

分担金・負担金
1億382万円

使用料・手数料
8,928万円

国庫支出金
6億3,484万円

県支出金
5億3,205万円

繰入金
6億6,945万円

繰越金8,000万円

諸収入8,309万円

町債
13億9,720万円

議会費 7,747万円

総務費
8億6,605万円

民生費
12億6,372万円

衛生費
3億644万円

労働費 1,592万円
農林水産業費
10億3,284万円

商工費
2億1,789万円

土木費
7億6,281万円

消防費
2億4,268万円

教育費
18億2,339万円

災害復旧費
2,515万円

公債費
6億1,164万円

予備費 500万円

財産収入・寄附金
1億3,047万円

主

依
町税
7.8％

繰入金9.2％

その他6.6％ 地方交付税
38.4％

地方譲与税1.0％

各種交付金1.6％

県支出金7.3％
町債19.3％

国庫支出金8.8％

23.6％源財自

存
財
源

76.4％

歳 入務
人件費 13.1％
9億4,357万円

扶助費6.4％
4億6,501万円

公債費8.4％
6億1,164万円

投資的経費 30.2％
21億9,308万円

物件費11.6％
8億4,281万円

維持補修費3.6％
2億5,580万円

補助費等 14.9％
10億8,200万円

繰出金10.6％
7億7,055万円

その他1.2％8,654万円

27.9％
費 経 的

義歳 出 （性質別）

一 般 会 計
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「
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
」
を

始
め
ま
し
ょ
う
！

～
地
域
が
つ
な
が
る
通
い
の
場
～

地
域
で
の
介
護
予
防

町
で
は
人
口
減
少
が
進
む
中
、

歳
以
上
の
割
合

65

を
示
す
高
齢
化
率
が

・
3
％
と
な
り
、
今
後
も
高

33

く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

歳
以
上
で
介
護
が
必
要
な
方
（
要
介
護
認
定
者
）

65の
割
合
は
・9
％
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
・

20

17

9
％
と
比
較
し
て
、
と
て
も
高
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
で
自
分
ら

し
く
暮
ら
す
た
め
に
は
、
介
護
を
必
要
と
し
な
い
よ

う
本
人
が
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
、
そ
し
て
地

域
で
の
つ
な
が
り
と
支
え
合
い
が
大
切
で
す
。

現
在
、
町
内
に
は
、「
ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
」、「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」、「
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
」
な
ど
地
域
で

の
サ
ロ
ン
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
て
の
集

落
で
開
催
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
方
が
集
ま
り
、
サ
ロ
ン
活
動
や
体
操
を
行

う
こ
と
は
、
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
し
て
高
い
効

果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

町
で
は
、
歩
い
て
通
え
る
範
囲
で
の
「
い
き
い
き

1
0
0
歳
体
操
」
に
よ
る
“
通
い
の
場
”
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

手
ノ
子
町
寿
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み

町
で
は
、
昨
年
９
月
か
ら
地
区
や
集
落
、

高
齢
者
団
体
へ
の
説
明
会
を
行
い
な
が
ら
、

「
い
き
い
き
1
0
0
歳
体
操
」
の
実
施
を
勧

め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、「
手
ノ
子
町
寿
ク
ラ
ブ
」（
八

幡
、
町
上
、
町
中
、
町
下
部
落
）
は
、

月
11

か
ら
「
い
き
い
き
1
0
0
歳
体
操
」
を
始
め

ま
し
た
。
同
地
区
で
は
以
前
か
ら
「
ほ
の
ぼ

の
サ
ロ
ン
」（
町
上
、
町
中
、
町
下
部
落
）
を

毎
週
金
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
サ
ロ

ン
と
は
別
に
毎
週
土
曜
日
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
ま
で
に
は
参
加
の
な
か
っ
た
男
性
の
参

加
な
ど
も
あ
り
、
現
在

名
で
活
動
を
行
っ

28

て
い
ま
す
。

い
き
い
き
1
0
0
歳
体
操
の
特
徴

健
康
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
る
た
め
に
は
、
歩
く
、

物
を
持
ち
あ
げ
る
、
食
べ
る
、
服
を
着
る
な
ど
、
日
常
の

動
作
を
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
齢
な
方
の
中
に
は
、「
こ
の
年
齢
で
運
動
し
て
も
効

果
は
な
い
」、「
疲
れ
る
だ
け
で
さ
ら
に
弱
っ
て
し
ま
う
」

と
言
わ
れ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
際

に
は
そ
の
よ
う
な
事
は
な
く
、
無
理
を
せ
ず
自
分
の
行
え

る
範
囲
で
運
動
を
続
け
る
こ
と
で
、
年
齢
に
関
係
な
く
運

動
の
効
果
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
1
0
0
歳
体
操
」は
、高
齢
の
方
で
も
行
え

る
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
の
体
操
で
、
地
域
の
方
が
自
分

た
ち
で
集
ま
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
体
操
は
、
高
知
市
保
健
所
で
介
護
予
防
の
た
め
に

考
案
さ
れ
た
体
操
で
す
が
、
そ
の
効
果
の
高
さ
か
ら
全
国

で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・椅子に座りＤＶＤに合わせてゆっくりした動きで行う運動です
・週１回３カ月続けることで筋肉がつき動くことが楽になります
・60歳代から90歳以上の方でも効果がある体操です
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◆問合せ先／町健康福祉課福祉室緯86－2233

「いきいき100歳体操」を詳しく知りたい、話を聞いて
みたいという集落や団体には、説明をさせていただきま
すので、ぜひお気軽にお問い合わせください。
・初回、３カ月後、６カ月後に体力測定を行います
・テレビ、ＤＶＤプレーヤーを貸出します（３カ月）
・４人以上集まれば、いつでも始められます

いきいき100歳体操を始めましょう！

岩倉部落も1月から始めています

手ノ子町寿クラブの方へのインタビュー

体
操
を
始
め
て
３
カ
月

に
な
り
ま
す
が
、
効
果
が

あ
り
そ
う
な
の
で
週
２
回

に
増
や
し
て
も
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
体
操
を
通
じ
て
、

こ
れ
ま
で
同
じ
部
落
で
も

顔
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
方

と
も
、
気
軽
に
声
を
掛
け

あ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

当
初
は
、
長
く
続
か
な

い
の
で
は
と
の
心
配
も
あ

り
ま
し
た
が
、
回
数
を
重

ね
る
ご
と
に
参
加
者
も
増

え
て
い
き
、
毎
週
楽
し
く

行
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
な

ど
で
忙
し
い
方
も
多
い
で
す
が
、
午
前
の
早
い
時
間
に

体
操
だ
け
を
行
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
サ
ロ
ン
に
参
加

し
て
い
な
い
方
や
男
性
も
参
加
し
や
す
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
体
操
を
行
う
こ
と
で
、
筋
力
が
つ
く
な
ど
介
護

予
防
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
参
加
者
に
つ
な
が
り
が

で
き
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
参
加
者
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

井上仁弥さん
寿クラブ代表

安部洋さん
（町下部落長）

・体 力 測 定 比較

体操を始めてから３カ月後に、体力測定とアンケートを行い、参加者の体力と気持ちにどのよ
うな変化が現れたかを比較しました。

３ヵ月後の成果

0.7秒短縮
３ｍ折り返し歩行

21秒アップ

左足立ち

秒
数

約13秒アップ

右足立ち

最
初
は
、
み
ん
な
と
一

緒
に
で
き
る
か
不
安
で
し

た
が
、
問
題
な
く
で
き
ま

し
た
。
普
段
か
ら
、
家
で

も
風
呂
か
ら
あ
が
っ
た
際

な
ど
、
運
動
す
る
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
の
運
動
は
、

で
き
る
だ
け
若
い
う
ち
か

ら
始
め
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

竹田カツさん
参加者中最高齢95歳

回答（22人中）設 問

16人これまでサロンに参加していない
21人健康に対する意識が高まった
18人気持ちが明るくなった
12人友人・知人ができた
11人日頃の動作が楽になった
21人これからも続けていきたい

・ア ン ケ ー ト

・これまでよりも動作が楽になります！
・仲間や顔見知りが増えます！
・気持ちが明るくなります！
・効果が実感でき続けたくなります！

いきいき100歳体操をすると
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飯豊町の主な定住対策
子育て支援施策

豊かな自然と美しい景観に恵まれた飯豊町。

町では、活力のある町の担い手を育成し、地域の活性化を図りながら、より一層「住んでみ

たい！」、「住んでよかった！」と言われる住みよい生活環境づくりを進めています。

そのための重要施策である定住対策や子育て支援事業の一部を紹介します。
※詳細は各担当課へお問い合わせください

ときめき結婚祝（いいですね定住推進事業）

町内にお住まいの方が結婚した場合、１組につき
祝品として商品券３万円を贈呈します。
◆役場総務企画課☎87－0521

すこやか出産祝（いいですね定住推進事業）

町内にお住まいの方が出産した場合、第１子は商
品券３万円、第２子は商品券５万円、第３子以降は
祝金17万円を贈呈します。
◆役場総務企画課☎87―0521

めざみっ子入学祝（いいですね定住推進事業）

お子さまが小学校または中学校に入学される保護
者に、各校の入学式で商品券１万円を贈呈します。
◆役場総務企画課☎87－0521

住宅取得奨励（いいですね定住推進事業）

定住の意思を有して、平成28年４月１日～平成33
年３月31日の期間に住宅を新築または購入された方
で、一定の要件に該当する方に奨励金を贈呈します。
焔Ｉターン者／100万円
焔Ｕターン者／50万円
焔新規就農林業者／100万円
焔町内在住者／10万円
※町内業者による新築施工の場合は、さらに10万
円の奨励金を贈呈。三世代同居世帯、子育て世帯、
新婚世帯に該当する場合は、さらに10万円の奨
励金を贈呈します。

◆役場総務企画課☎87－0521

◆役場住民税務課☎87－0511

子育て支援医療

子どもの医療費は、18歳になった年度末まで無
料です。また入院時の食事代も給付されます。

奨学資金貸与

経済的理由で修学困難な方に対し、学資金と入学
一時金を貸与します。限度額は次のとおりです。
大学：月３万円・入学一時金30万円、 短大：月
2.5万円・入学一時金30万円、 高校月２万円・入
学一時金10万円、 特別な研究修学月５万円・入学
一時金100万円
◆役場教育総務課☎87－0519

そのほかの事業は町ホームページでご覧ください

◆役場教育総務課☎87－0518

保育料の軽減

保育園・認定こども園（２号・３号認定）
入園児が、同一世帯の18歳までの子から数えて
第３子以降の場合、保育料を無料化します。園への
複数人の同時入所の場合、２人目を格の額とします。
年収360万円未満の世帯は、第２子を半額、第３子を
無料化し、年収360万円未満のひとり親世帯などに
ついては第１子を殻、第２子を無料化します。
幼稚園・認定こども園（１号認定）・児童センター
入園児が、同一世帯の18歳までの子から数えて
第３子以降の場合、保育料を無料化します。園への
複数人の同時入所の場合、２人目から殻の額としま
す。年収360万円未満の世帯は、第２子を殻、第３子
を無料化し、年収３６０万円未満のひとり親世帯など
については第１子を殻、第２子を無料化します。

住宅リフォーム支援事業

省エネ化、バリアフリー化、克雪化、県産材使用
などで要件を満たして住宅をリフォームする場合は
工事費の20％（最大40万円）を補助します。三世
代同居、子育て、新婚、移住などの要件を満たす世
帯は、さらに工事費の40％（最大80万円）を補助
します。木造住宅を耐震改修する場合は、工事費の
50％(上限80万円）を補助します。
◆役場地域整備課☎87－0516

県産認証材利用助成金交付事業

住宅の構造材の80％以上に県産木材を使用し、
一定の省エネ基準を満たした住宅を新築される方に
15万円を限度に助成金を交付します。
◆役場農林振興課☎87－0526

木材製品利用住宅建築奨励助成金交付事業

町内の建築業者により町内に新築される住宅で、
県内産木材を全部または一部使用し、その他一定の
要件を満たすものに、助成金対象経費の殻の額、50
万円を限度として交付します。
◆役場農林振興課☎87－0526

主な定住対策 検 索
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２月22日、（公財）山形県体育協会（吉村美栄子
会長）から、鈴木春夫さん（萩生）に「功労賞」が
贈られました。同賞は、長年にわたりスポーツ振興
に貢献され、その功績が顕著である方に授与される
ものです。鈴木さんは、昭和39年から平成13年ま
での29年間を体育指導委員（現スポーツ推進委員）
として、昭和57年からは町体育協会副会長として、
平成10年から平成25年までは同会の会長としてそ
の重責を担われました。また、平成７年には町グラ
ウンドゴルフ協会を設立し、その会長を務められて
います。平成17年より現在も置賜地区グラウンド
ゴルフ協会会長と県グラウンドゴルフ協会副会長を
務められています。

（公財）山形県体育協会功労賞鈴 木 春 夫 さ ん

県では、昨年雪崩が発生した高峰地内の主要地方道米沢飯豊線(通称：ダム道路)で、
雪崩対策工事（スノーシェッド）を行っています。現地は、急峻な地形で道路幅が狭い
ことから、全面通行止めや片側交互通行にして工事を行う必要があります。ご不便をお
かけしますが迂回路を通行ください。

県道米沢飯豊線の通行規制について

猿留意事項
・通信料はご自身での負担となります
・緊急時には、深夜でもメール配信することがあります
・複数端末で登録する場合はそれぞれからメールを送信し登録が必要です
・一部の携帯電話、パソコンで登録のできない機種があります
・受信拒否や指定受信などの設定をされていると、配信されるメールが受
け取れない場合がありますご利用の携帯電話の設定説明をご覧ください
・登録により本町が得た個人情報は、本サービスのみに利用します

◆規制内容および期間（予定）
・全面通行止め
５月16日～７月29日まで
10月上旬～11月下旬まで

・片側交互通行
上記以外の期間で12月下旬まで

※期間は予定であり、現場の状況や自然
条件などで変更となる場合があります
◆迂回路
県道米沢飯豊線(菅沼峠)～県道川西小
国線～県道椿川西線～国道113号

◆問合せ先
山形県置賜総合支庁建設部西置賜道路
計画課☎88－8230

猿 町 災 害 情 報 メ ー ル
町内で災害が発生した場合や発生の恐れがあ

る場合などに、災害に関する緊急情報やお知ら
せを電子メールで配信しています。県道米沢飯
豊線の通行規制情報も配信します。
「weather_mail@iideml.jp」に空メールを送
信すると案内メールが返信されます。案内に
従ってご登録ください。
右記のＱＲコードで簡単に

宛先へ送信できます。
猿問合せ先
役場総務企画課☎87－0522



広報いいで

まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
役場総務企画課情報防災室まで（直通拶87―0522）

３月６日、あ～すで、町公民館連絡協議会（愛称：
５カラット）が、学級崩壊や幼児虐待などに対して
愛ある行動を促す「きみはいい子」の上映会を行い
ました。遠藤和芳会長は、「公民館の役目には“学び
の提供”があります。５館連携によって多くの方に
来場いただきました。映画の内容は重いものですが、
自分ごととして受け止めていただければ」と上映に
込めた思いを話します。約300名が鑑賞しました。

連携で多くの方に学びを提供

町公民館連絡協議会「きみはいい子」上映

３月11日、中津川地区公民館で、中津川むらづく
り協議会が、地元食材を使った料理講習会を行いま
した。食環境ジャーナリストの金丸弘美氏と料理研
究家の馬場香織氏を講師に向かえ、参加者は山菜や
雪室ジャガイモ、メープルシロップなどを使った料
理に挑戦しました。金丸氏は食による地域活性化に
向けて「メニューを開発してテキスト化することで多
くの方に魅力を伝えられる」とアドバイスしました。

食材を生かした20品

地元の食材を活かした料理講習会

３月12日、あ～すで、町の伝統文化である「獅子舞」を
題材にした創作ミュージカル「獅子の笛」のワークショッ
プが行われました。同ミュージカルは、仲間を守るため黄
金の稲穂を求めて立ち上がったキツネたちと稲穂を守る獅
子の物語で、初演は平成13年。この日は、当時の役者たち
など町内外から41名が参加し、作詩家村田さち子氏と歌手
江原陽子氏から５時間半のレッスンを受けました。その後、
家族や関係者を前に、「獅子の笛」を通しで演じました。

獅子舞とミュージカルを融合

創作ミュージカル「獅子の笛」ワークショップ



広報いいで 20

３月19日、役場前で、家庭で不要になった小型家
電の無料回収が行われました。小型家電に含まれる
金や銀、希少金属などの再資源化と廃棄物減量化を
目的に、町衛生組合連合会と町が企画して今回が初
開催。３時間で30人ほどが、パソコンや携帯電話、
ゲーム機などを持ち込みました。複数台持参した方
から、「家の中が片付くし資源の再利用にもなる。
良い取り組みですね」などの感想が聞かれました。

回収量は約200茜

３月14日、健康福祉センターで、認知症に対する
正しい知識とその具体的な対応方法を学ぶ「認知症
サポーター養成講座」が行われました。参加した７
名は、町健康福祉課職員から認知症の症状やご本人
の気持ち、安心できる対応方法などを学びました。
参加者からは「正しい対応ができそうです」「もっと
学びたい」などの感想が聞かれました。同講座は地
域やサークルなどからの希望により開催も可能です。

増える地域の温かい理解者

Topics 町の 題

家庭の不要小型家電を無料回収認知症サポーター養成講座

３月26日、中部地区公民館で、にぎわい再現プロジェク
ト委員会（木村朋弥委員長）が、平成27年度活動の報告会
を行い、委員や町議会議員など約20名が参加しました。委
員たちは、委員会内の３つの部会活動（ＣＭ、イベント、
拠点）と他団体との協力活動を映像を交えて報告しました。
木村委員長は、「今年度は意見やアイデアを形にするため
の土台作りの年でした。来年度はさらに活動を充実させた
い」と、１年間の総括と次年度への意気込みを述べました。

成果と課題を報告

にぎわい再現プロジェクト委員会活動報告会

夕灯のつどい
ゆう ひ

（西部地区公民館）

3
4

中部地区育成会連絡協議「一斗缶
で燻製作り」（中部地区公民館）
くんせい

3
13

飯豊中学校吹奏学部定期演奏会
（あ～す）

3
20
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牛
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甘
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入
れ
て
火
に
か
け
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沸
騰
し
な
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ま
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温
め
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距
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ふ
や
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し
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い
た
ゼ
ラ
チ
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え
て
し
っ
か
り
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溶
か
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鋸
あ
ら
熱
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取
れ
る
ま
で
冷
ま
し
た
ら
、

バ
ッ
ト
に
注
ぎ
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
固
め
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。

漁
④
を
冷
や
し
て
い
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に
イ
チ
ゴ
と
砂
糖
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レ
モ
ン
果
汁
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お
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ミ
キ
サ
ー

に
か
け
ソ
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。

禦
④
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が
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。

フ
レ
ッ
シ
ュ
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い
ち
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ソ
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ス
が
甘
酒
の
風
味
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引
き
立
て
る

Cooking料理

甘
酒
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食
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の
皆
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※
右
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子
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高
橋
登
代
子
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春
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じ
さ
せ
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ピ
ン
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食
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に
も
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を
咲
か
せ
ま
す

今
回
紹
介
す
る
料
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、
春
に
ぴ
っ
た
り

の
デ
ザ
ー
ト
で
す
。
イ
チ
ゴ
の
さ
わ
や
か
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香
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ほ
ん
の
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い
甘
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た
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カ
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と
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で
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。
こ
の
「
甘
酒
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ち
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ザ
ー
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。
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で
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か
ら
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お
花
見
会
や
記
念
日
の
食
卓
に
彩
り
を
プ
ラ

ス
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
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今月の

おすすめ図書

子育て

FILE
フ ァ イ ル

４月20日我10:30～ あそびの広場・避難訓練
27日我10:30～ かんがるー広場

５月10日峨10:30～ 避難訓練
11日我10:30～ おはなし広場
14日臥10:30～ ブックスタート広場
17日峨10:30～ 親子交通教室
18日我10:30～ あそびの広場
20日画10:30～ にこにこルーム
25日我10:30～ かんがるー広場

（４月・５月の日程）

Child&Book 子育てと図書

「こどもみらい館」をご利用ください

幼児や児童生徒の遊び場、 子育て仲間の交流の場と
して気軽にご利用ください。

子どもがよろこぶ野菜の
おかずスープ
島田まき/著 松丸奨/監修 世界文化社

にんじんの和風ポタージュ、じゃが
芋のチーズ焼きスープ、塩たらと白
菜のスープ…。子どもが野菜を無理
なく自然に摂取できる47のスープ
レシピを紹介します。クッキング・
メモ、栄養Pointも掲載。

一般図書

西加奈子／著 福音館書店

温泉街に住む小5の「ぼく」は、子
どもと大人の狭間にいた。「大人」に
なっていく女子が恐ろしくて、変
わっていく自分の身体にあらがおう
としていた。そんなとき、とても変
できれいなコズエがやってきた。彼
女には秘密があって…。

まく子
一般図書

いけいけ！しょうがくい
ちねんせい

ぼくたち、小学１年生。なにからな
にまで新しい。おひさまみたいに
光ってる。どうだ、まぶしいだろ
う！見返しに楽譜を掲載。「読み聞
かせ」から「ひとり読み」移行期の
子どもたちにピッタリの絵本。

児童図書

中川ひろたか/文 北村裕花/絵 小学館

ようこそなぞなぞしょう
がっこうへ
北ふうこ/作 川端理絵/絵 文研出版
今日はなぞなぞ小学校の入学式。１
年生になったてんちゃんが、小学校
の門をくぐったら、とび箱やしゃも
じなど、学校のいろんなものがなぞ
なぞをだしてきて…。見返しになぞ
なぞと答えあり。

児童図書

●開館時間 午前９時～午後６時（４月～９月）
※土・日曜日は午前９時～午後５時まで
●休館日 毎週月曜日・祝日
●問合せ先 町民総合センターあ～す図書室 志72―3111

入園・入学式は子どもにとっても親や家族に
とっても大切な記念日。家族全員で記念写真を撮
ることがわが家の恒例になっています。今年は孫
の入学式がありました。息子夫婦も孫も晴れ着に
身を包み、真新しいランドセルと一緒に撮影して
記念の一枚ができあがりました。またひとつ家族
の成長過程を記録できたと嬉しい気持ちになった
と同時に、家族全体の繋がりも再認識することが
できる機会となりました。この記念撮影がわが家
の新しい生活のスタートになります。孫はちょっ
ぴり大人になったような自慢げな表情でしたが、
実際は不安もあるはず。私の役目は、息子夫婦と
孫の成長をあたかかく見守るだけ。次の記念撮影
は２年後です。今回撮影した写真と見比べて、家
族全員の成長を楽しみにしたいと思います。

●こどもみらい館 志72―3336
開館日／火曜日から土曜日 休館日／月曜日、日曜日、祝祭日
利用時間／8：30～12：00、13：00～17：00

episode

「新しい生活のスタート」
萩生のＫさんより
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「
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立
つ
君
に
」

後

藤

幸

平

銀

『
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田
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や
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赤
ち
ょ
う
ち
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な
ど

の
ヒ
ッ
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知
ら
れ
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か
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の
リ
ー
ダ
ー
南
こ
う
せ
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ビ
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組
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い
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自
作
の
曲
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と
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コ
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サ
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客
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決
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す
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と
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上
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し
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ま
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。
そ
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ス
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繰
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い
る
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集
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。
な
ぜ
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ろ
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だ
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と
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人
前
に
立
つ
と
き
、
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し
よ
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す
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き
、
受
け
狙
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を
意
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し
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ま
う
。
そ
れ
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と
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な
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確
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狙
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よ
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し
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成
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立
た
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一
方
で
、「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
行

動
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よ
」
と
入
社
式
な
ど
で
社
会
の
基
本

的
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マ
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ー
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れ
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配
慮
を
欠
い
た
仕

事
は
成
り
立
た
な
い
。
こ
の
点
で
は
会
社

も
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
共
通
で
あ
る
。

こ
の
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
な
二
つ
の
認

識
は
実
は
矛
盾
で
は
な
い
。
社
会
の
現
場

で
は
常
に
認
識
の
違
い
に
よ
る
混
沌
が
起

こ
る
。
そ
れ
が
現
場
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
現
場
に
立
て
」。
常
に
職
員
に
語
り
か

け
て
い
る
言
葉
だ
。
思
い
込
み
は
な
い
か
、

自
分
が
正
し
い
と
信
じ
て
い
る
こ
と
で
も

現
実
は
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
か
、
そ
の

上
で
現
場
の
空
気
に
流
さ
れ
な
い
先
を
見

据
え
た
判
断
が
で
き
る
か
。

大
地
が
息
を
吹
き
か
え
す
季
節
。
水
温

み
花
ひ
ら
く
故
郷
の
自
然
に
包
ま
れ
て
た

く
さ
ん
の
若
者
が
生
ま
れ
育
っ
た
巣
を
飛

び
立
つ
。
新
し
い
人
々
と
の
出
会
い
や
新

天
地
が
あ
り
、
ま
た
予
期
せ
ぬ
壁
も
あ
る
。

ど
ん
な
時
で
も
自
分
を
忘
れ
る
な
。
い
ま

立
つ
現
場
に
道
は
続
き
明
日
を
つ
く
る
。

飯
豊
と
の
拘
わ
り
を
胸
に
自
分
を
生
き
よ
。

か
か

化 と

問合せ先／社会教育課生涯学習振興室緯72－3111

Heritage&Essay

本号から、このコーナーで飯豊町の文化財や歴
史遺産を紹介します。題目を「いいで・ヘリテイ
ジ」としました。ヘリテイジ(Heritage)という言
葉は英語で、先祖から伝わってきた遺産、未来に
残すべき自然環境遺産といった意味があります。
先祖から伝わり、未来に伝えるべき飯豊の文化財
や歴史遺産について紹介したいと考え、このよう
な題目にしました。
みなさんは、文化財や歴史遺産というと、どの
ようなイメージを思い浮かべますか。古い物、価
値の有る物、どうでもいい物、やっかいな物、人
によってさまざまかと思います。若い人達の中に

は、古めかしく年寄り臭いもの、一部の方の趣味
のもの、といったイメージを持っている方が多い
かもしれません。確かに歴史はおじいちゃん達の
大好物。しかしそれだけではありません。
あちこちの観光地を見てください、良い文化財

がある場所には、多くの観光客が訪れます。本来、
文化財は多くの人たちの注目を集める、見る価値
があるものなのです。なぜならば、文化財はその
土地独自の歴史と文化を、気が遠くなるような長
い時間をかけて形づくられてきた貴重なものだか
らです。飯豊町は優良な文化財の宝庫です。かつ
て飯豊町に生きた人達の生活と文化の象徴が数多
く残されています。ところが現在、この文化財の
ことを知る方が少なくなっています。人に知られ
なくなった文化財は、傷み、疲れ、急激に劣化し
ています。このような飯豊町の文化財を守り、継
承しようというお話。よろしければ、しばらくお
付き合いください。

陰
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Karte越

healthcolumn

健康に関する身近なテーマを２つ取り上げて、

H E A L T H

皆さんの健康づくりを応援します。

健康福祉課からの健康コラム

・未成年の飲酒
・ダンベルを使った優しい筋トレ

今月の
テーマ

問合せ先 健康福祉課 緯86―2233

ダ
ン
ベ
ル
体
操
（
パ
ー
ト
１
）

今
回
か
ら
質
の
よ
い
筋
肉
を
つ
く
り
、

基
礎
代
謝
を
活
性
化
す
る
ダ
ン
ベ
ル
体

操
を
紹
介
し
ま
す
。
ダ
ン
ベ
ル
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
砂
や

小
石
を
入
れ
た
も
の
で
代
用
で
き
ま
す
。

◆
押
し
上
げ
・
下
げ

【
効
果
】
肩
と
腕
の
引
き
締
め

【
回
数
】
１
セ
ッ
ト

～

回

10

20

慣
れ
て
き
た
ら
セ
ッ
ト
数
を
増
や
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
足
を
肩
幅
に
開
き
、
背
筋
を
ま
っ
す

ぐ
に
伸
ば
し

て
立
つ
。

②
①
の
姿
勢
か
ら
ダ
ン
ベ
ル
を
肩
に
構

え
る
。
こ
の
時
ダ
ン
ベ
ル
を
強
く
握

り
手
首
を
や

や
内
側
に
倒

す
。

③
右
腕
を
、
肘
が
伸
び
き
ら
な
い
状
態

ま
で
ゆ
っ
く
り
と
真
上
に
押
し
上
げ

る
。
力
強
く
握
っ
た
ま
ま
右
腕
を
引

き
下
げ
な
が
ら
、
左
腕
を
同
様
に
押

し
上
げ
る
。
左
右
の
ダ
ン
ベ
ル
が
耳

の
あ
た
り
で
す
れ
違
う
よ
う
に
交
互

に
上
げ
下
げ

す
る
。
左
右

の
上
げ
下
げ

で
一
回
。

4
月
は
未
成
年
者
飲
酒
防
止
強
調
月

間
で
す
。

な
ぜ
、
未
成
年
は
お
酒
を
飲
ん
で
い

け
な
い
の
か
に
つ
い
て
大
人
が
自
信
を

持
っ
て
話
せ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
未

成
年
の
飲
酒
は
減
り
ま
せ
ん
。
今
回
は

未
成
年
の
飲
酒
を
取
り
上
げ
ま
す
。

１
．
子
ど
も
の
脳
に
対
す
る
ア
ル
コ
ー

ル
の
害

ア
ル
コ
ー
ル
は
脳
に
作
用
し
て
「
酔

う
」
と
い
う
体
験
を
つ
く
り
出
す
精
神

作
用
物
質
で
す
。
こ
の
脳
に
対
す
る
作

用
が
子
ど
も
に
対
し
て
害
と
な
る
の
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
脳
の
発
達
は
、
思
春

期
ま
で
続
い
て
お
り
、
発
達
過
程
に
あ

る
脳
は
ア
ル
コ
ー
ル
に
対
し
弱
く
、
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
や
す
い
の
で
す
。

い
く
つ
か
知
ら
れ
る
害
の
う
ち
一
番

は
っ
き
り
す
る
の
は
急
性
ア
ル
コ
ー
ル

中
毒
で
、
こ
れ
が
原
因
で
死
亡
す
る
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

歳
以
下

14

で
飲
酒
を
開
始
す
る
と
、
成
人
し
て
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
リ
ス
ク
や
覚

せ
い
剤
依
存
な
ど
の
違
法
性
薬
物
依
存

に
陥
り
や
す
い
こ
と
の
報
告
も
あ
り
ま

す
。
マ
ウ
ス
を
使
っ
た
実
験
で
は
、
前

頭
葉
の
委
縮
や
記
憶
の
中
枢
で
あ
る
海

馬
の
委
縮
が
目
立
つ
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
際
、
飲
酒
後
、
記
憶
力

テ
ス
ト
を
行
う
と
若
い
人
ほ
ど
ア
ル

コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
る
記
憶
障
害
が
出

や
す
く
未
成
年
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

で
は
頭
部
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
お
い
て
脳
の
委

縮
が
見
ら
れ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
中
高
生
の
飲
酒
実
態

国
立
保
健
医
療
科
学
院
が
行
っ
た

「
未
成
年
者
の
飲
酒
状
況
に
関
す
る
全

国
調
査（
2
0
1
2
）」は
表
の
通
り
で

す
。
飲
酒
実
態
を
み
る
と
女
子
の
飲
酒

率
が
高
い
こ
と
と
、
リ
ス
ク
の
高
い
飲

酒
を
し
て
い
る
生
徒
が
い
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

３
．
リ
ス
ク
の
高
い
飲
酒
を
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち

頻
回
に
飲
ん
で
い
る
生
徒
は
、
飲
酒

量
も
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
ア
ル
コ
ー
ル
が
「
耐
性
上
昇
」
と

「
依
存
性
」
と
い
う
精
神
作
用
物
質
に

特
有
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

「
酒
に
強
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
は
ア

ル
コ
ー
ル
の
害
に
い
っ
そ
う
さ
ら
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

未成年者の飲酒状況に関する全国調査

高校生中学生

女子男子女子男子

44.8%12.4%26.0%7.2%
月に1日でも

飲酒

0.8%0.0%0.3%0.2%毎日飲酒

出典「厚生労働科学研究成果データベース」
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受験申込書やパンフレットなど、詳
しくは長井警察署までお問い合わせく
ださい。
◆受験資格／昭和56年４月２日から
平成11年４月１日までに生まれた
方で、学校教育法による大学を卒業
した方（または平成29年３月までに
卒業見込みの方）。
◆受付期限／５月16日捷

◆第一次試験／６月５日掌

◆問合せ先／長井警察署緯84－0110

山形県警察
警察官Ａ 採用案内

◆日時
焔乙種第４類
５月26日昭、27日晶９：00～16：00

焔丙種
５月27日晶９：00～16：00
◆定員／乙種80名、丙種20名
◆会場／長井市民文化会館
◆申込期間／４月18日捷～５月18日昌

◆申込・問合せ先
消防本部予防課緯88－1797
消防署飯豊分署緯72－2222

危険物取扱者試験の
準備講習会

置賜広域行政事務組合では、人とつ
ながる面白さや地域づくりの楽しさに
気づいてもらう事業を始めます。
◆活動回数／年度内に６回程度
◆対象者／置賜地域に在住する20～
40歳の方で、本事業の活動に年間
を通じて参加できる方
◆参加費／無料※交流会や研修などは
費用が発生する場合があります
◆募集期限／４月28日昭

◆応募方法／ホームページから申し込
み（http://www.okikou.or.jp/）

◆申込・問合せ先／置賜広域行政事務
組合総務課緯0238－23－3241

◆募集コース／花き、野菜
◆開催日／５月13日から４回。１回
２時間
◆会場／山形県立農林大学校（新庄市）
◆募集人数／両コースとも30名
◆申込期限／４月27日昌

※募集人数を超えた場合は抽選
◆申込・問合せ先／山形県立農林大学
校研修部緯0233－22－8794

県では消費生活に関する啓発ボラン
ティアとして「山形県消費生活サポー
ター」を募集しています。県内在住の
20歳以上の方で、悪質商法による被
害防止など、消費者問題生活に関心の
ある方ならどなたでも応募できます。
応募後は、研修の受講が必要です。
◆申込期限／５月13日晶

◆問合せ先／山形県消費生活センター
☎023－630－3237

おきたま地域づくり
「人と地域をつなぐ事業」

◆応募資格／団体・個人を問いません。
町外の方も応募できます。ただし、
11月中に山形市で開催される予定
の山形ふるさとCM大賞公開審査会
に出席できる団体・個人に限ります
◆応募方法／４月28日昭まで、氏名、
連絡先、タイトル、CM概要を電話や
FAX、Eメールでお知らせください
※Eメールの場合、件名に「ふるさと
CM大賞作品応募について」と記載
◆作品提出期限／10月３日捷

◆留意点
焔作品は著作権・個人情報保護法など
に抵触しないこと

焔公序良俗に反しない内容であること
焔作品の著作権などは町と山形テレビ
に帰属します

◆撮影・編集について
撮影機器はホームビデオ（ハイビ
ジョン）でも十分です。撮影・編集
に不安がある場合はご相談ください
◆賞金／CM大賞への出品に採用され
た団体には賞金10万円を贈呈します
◆その他
焔５月中旬に応募者に説明会を開催
焔山形ふるさとCM大賞に出品される
作品は、町の魅力を最も強くアピー
ルしているものを選抜します
◆応募・問合せ先
飯豊町観光協会事務局緯86―2411
胃86―2422 iide@iikanjini.com
役場総務企画課情報防災室
緯87―0522 胃72―3827
i-johobousai@town.iide.yamagata.jp

町の魅力を映像にしたCM作品を作ってみませんか？ テーマは観光、物産、
自然、人物、歴史、食べ物、伝統、文化など、町に関することならなんでも
OK！まずは「やってみる！」の応募の意思をご連絡ください。

「山形ふるさとCM大賞」出品作品の募集

県立農林大学校
無料「園芸教室」受講生募集

県消費生活サポーター募集

緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
電話 0238―72―2111
FAX 72―3827

ホームページ www.town.iide.yamagata.jp
Eメール iide―info@town.iide.yamagata.jp
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Information お知らせInformation お知らせ

◇
引
き
続
き
広
報
の
主
担
当
に
な

り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
▽
先
週
、
雪
解
け
状
況
の

確
認
と
山
頂
か
ら
の
景
色
に
期
待

し
て
山
に
行
き
ま
し
た
。
残
雪
の

た
め
車
で
行
け
た
の
は
山
す
そ
ま

で
。
予
想
よ
り
早
め
の
徒
歩
開
始

に
、「
山
頂
ま
で
行
け
る
か
な
」。

つ
づ
ら
折
り
の
山
道
を
右
へ
左
へ

と
曲
が
り
な
が
ら
進
み
ま
し
た
。

「
時
間
が
か
か
る
な
」。
道
沿
い

の
林
の
所
々
は
、
雪
の
重
み
で
根

元
か
ら
折
れ
た
ヨ
シ
が
地
面
を
覆

い
開
け
て
い
ま
し
た
。
上
方
に
次

に
通
る
道
が
見
え
ま
し
た
。「
行

け
る
な
」。
山
道
と
時
々
ヨ
シ
の

道
を
歩
き
１
時
間
ほ
ど
で
山
頂
に
。

春
陽
に
包
ま
れ
た
山
里
と
白
い
飯

豊
山
が
望
め
ま
し
た
。（
か
つ
み
）

（３月届け出分）

※この欄に掲載を望まない場合は届
出の際にお申し出てください。

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所

遠 藤 翔 太さん
大 竹 美 樹さん

椿（長 井 市
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
光（智 江小 松 剛 士く ん

ごう き

萩生

昭 光（真由美佐 藤 亮
りょう

太く ん
た

黒沢

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
82伊 藤 祐 一さん萩生町萩生
31渡 部 恭 平さん向原手ノ子
78青 木 信 次さん中西中
91大 友 そ のさん川内戸
85石 原 マ サさん諏訪椿
87松 田 善 次さん町下手ノ子
94菅 野 ひ でさん沖中

３月分 （ ）内は対前月比
25転入2,391（-3）世帯数
34転出3,658（-11）男人

口
2出生3,849（-3）女
7死亡7,507（-14）計

人の動き

県では、飯豊少年自然の家の管理運
営について、平成29年度から指定管
理者制度を導入することに伴い、指定
管理者を募集する予定です。具体的な
募集内容・申請方法などについては、
６月上旬、県公報と問合せ先のホーム
ページなどに掲載される予定です。
◆募集予定時期
平成28年６月上旬～７月中旬

◆指定期間／平成29年度～平成3１年度
◆問合せ先／山形県教育庁文化財・生
涯学習課青少年教育施設担当
☎023－630－3126

「飯豊少年自然の家」指定
管理者制度導入のお知らせ

職名：氏名・住所・任期満了日
※前列左から順に、後列左から順に
教育長：熊野昌昭・手ノ子

平成31年３月31日
教育長職務代理者：井上俊幸・添川

平成28年９月30日
委員：伊藤和憲・岩倉

平成30年９月30日
委員：山口千鶴子・椿

平成29年９月30日
委員：田林義則・中

平成31年９月30日

町 教 育 委 員
４月１日、教育委員会が開催され
下記の体制となりました。

◆応募資格／平成29年４月１日時点
で22歳以上26歳未満の方

◆受付期限／５月６日晶

◆試験日／５月14日松、15日掌

◆申込・問合せ先／自衛隊米沢地域事
務所緯0238－23－0011

◆日時／５月23日捷13：10～15：00
◆場所／山形地方・家庭裁判所米沢支部
◆内容／裁判手続説明、裁判員制度説
明、法廷見学など
◆対象／どなたでも参加可(先着15名)
◆申込方法／下記に電話で申し込み
◆申込・問合せ先／山形地方裁判所米
沢支部庶務課緯0238－22－2165

春は山菜取りやハイキングなどで山
に入る人が増えるとともに、空気が乾
燥するなど山火事の起こりやすい条件
が揃います。山火事を一人一人の心が
けで防ぎましょう。
◆山火事集中予防運動期間
４月18日～５月13日
◆問合せ先／山形県置賜総合支庁森林
整備課緯0238－26－6065

健康に被害をもたらすＰＭ2.5（微
小粒子状物質）について、町では県の
観測点（長井市内）において基準値を
超えた場合に広報車で周知を行います。
◆注意喚起が発令時の注意点
噛屋外での激しい運動や不要不急の外
出を減らす

噛屋内では、換気や窓の開閉を必要最
小限にする

噛呼吸器系・循環器系に疾患がある方、
小児や高齢者の方などは、体調に応
じてより慎重に行動する
※ＰＭ2.5の濃度測定値は県のホーム
ページで、濃度分布予測は日本気象
協会のホームページで閲覧できます

◆問合せ先／役場住民税務課緯87－0514

自衛隊一般幹部候補生募集

裁判所見学会（無料）

山火事を予防しましょう

ＰＭ2.5(微小粒子状物質)
にご注意を
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中津川雪祭りに初めてお伺いして入選をい
ただきました。ありがとうございました。す
ごく雪が降る中、すばらしいスカイランタン
に、寒さを忘れて感動と興奮の中、シャッ
ターを切りました。このような素敵な出会い
をいただき感謝しております。ありがとうご
ざいました。

鵜
Series

嶋貫春二さん （南陽市）

佐藤秀明審査員の講評

降りしきる雪の中の雪祭りの光景ですが、
激しく降る雪が凄いですね。人物がもう少し
はっきり写っているといいかなと思います。
ストロボを使ってみても面白かったかもしれ
ませんね。降って来る雪が白いお団子のよう
に写ってまたちがう面白さがでたかもしれま
せん。

受 賞 の よ ろ こ び

「光と炎のスカイランタン」入 選

審査員 佐藤 秀明 氏

日本大学芸術学部写真学科卒業後、世界中の
辺境を旅し、自然と人間、文化を独自の視野で撮
り続けておられます。

テーマ：訪れてみたい飯豊町～春（旬）・夏（花）・秋（収）・冬（灯）～

掲載順について
上位の作品から順に掲載します 中津川地内／雪祭り会場撮 影 地
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